
　平成27年第2回定例会は、6月3日から26日までの24日間開催されました。
　今議会では、各種専決処分事件や補正予算、条例の制定・改正などの議案審
議及び12人の議員による一般質問が行われました。

平成26年度 雲仙市一般会計繰越明許費繰越計算書について

８億３千９百万円余の事業を27年度へ繰越

平成27年 第 2回  定例会の概要

款　区　分 件数 繰越額（千円）

議 会 費 1 ７00

総 務 費 5 109,２5７

民 生 費 ２ ２95,119

労 働 費 1 40,000

農林水産業費 9 151,７44

商 工 費 5 163,0７5

土 木 費 8 64,２0２

災 害 復 旧費 1 15,２２6

合　　計 3２ 839,3２3

主な事業
・庁舎整備事業……………………… 8７,049千円
・地方創生総合戦略策定事業……… 10,２58千円
・保育施設整備事業……………… ２8７,403千円
・魅力ある職場づくり支援事業…… 40,000千円
・吾妻山田原第２地区農地整備事業 ２1,600千円
・小浜木指漁港海岸高潮対策事業… 5２,７40千円
・プレミアム商品券発行事業……… ７6,169千円
・誘客拡大支援事業………………… 49,8７6千円
・河川単独補修事業………………… 19,000千円
・大規模建築物耐震化事業………… ２0,581千円

増築中の本庁庁舎
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平成27年度 雲仙市一般会計補正予算（第1号）について

平成27年 第 2回  定例会の概要

◇防災・安全社会資本整備交付金事業 1,248万円
　①事業費内容：橋梁の定期点検

　②補正の主な内容：

　　　　　　　　点検橋梁数　60橋

◇コミュニティ助成事業 1,180万円
　【片田自治会：国見町】

　①事業費：２,114万円（うち助成金1,180万円）

　②事業内容：片田地区コミュニティセンター整備

片田自治会公民館現況

橋梁点検中
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賛　　否　　表
議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 ₁₀ ₁₁ ₁₂ ₁₃ ₁₄ ₁₅ ₁₆ ₁₇ ₁₈ ₁₉ ₂₀

結　
　
果

表
決
数

渡
辺　

勝
美

中
村　

好
治

佐
藤　

義
隆

林
田　

哲
幸

坂
本　

弘
樹

酒
井　

恭
二

平
野　

利
和

浦
川　

康
二

大
久
保
信
一

深
堀　

善
彰

上
田　
　

篤

町
田　

康
則

松
尾　

文
昭

森
山　

繁
一

前
川　
　

治

小
畑　

吉
時

元
村　

康
一

井
上　

武
久

小
田　

孝
明

町
田　
　

誠

雲仙市税条例の一部を改正する条例 可決 19:1 ○○○○○○○○○○●○○○○○○○○○

○賛成　　●反対

雲仙市税条例の一部を改正する条例について

○住宅ローン減税の延長
　個人住民税における住宅ローン減税の拡充等の措置について、対象期間を平成31年６
月30日まで1年半延長。この措置による個人住民税の減収額は、全額国費で補填。

消費税率１0％への引き上げ時期の変更等

○特例控除額の拡充
　個人住民税のふるさと納税に係る特例控除額の上限を所得割額の1割から2割に拡充。

○申告手続の簡素化
　確定申告が不要な給与所得者等がふるさと納税を行う場合に、確定申告をせずにワン
ストップで寄附金税額控除を受けられる特例を創設。

ふるさと納税

○固定資産税等（土地）の負担調整措置
　現行の仕組みを3年延長。

※これに伴い、固有資産等所在市町村交付金について所要の措置。

固定資産税等

〔主要な改正内容〕
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意見書を国へ送付しました

合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書
　合併特例債は、合併市町村における地域の「一体性の確保」及び「均衡ある発展」の
ため、市町村建設計画に基づく建設事業への財源措置として「合併年度及びこれに続く
10カ年」を限度として発行できることで創設されました。
　その後、未曾有の被害をもたらした東日本大震災の教訓から、多くの合併市町村で各
種建設事業計画の見直しが行われ、特例債発行期間内での事業完了が困難であることか
ら、東日本大震災の被災地を除く合併市町村に対して、合併特例債発行期間の５年間延
長がなされておるところです。
　しかしながら「アベノミクス効果」による建設需要の増大や東日本大震災の復興促進、
2020年の東京オリンピック・パラリンピック決定に伴う関連施設整備などにより建設
資材の高騰や技術者の不足がみられ、全国の自治体で入札不調が急増し、建設事業年度
の延長を余儀なくされる合併市町村が続出することが懸念されます。
　こうしたことから、合併基盤整備事業を円滑かつ計画的に実施するため、政府におか
れましては、被災市町村以外の合併特例債の発行期限を東日本大震災で被災した合併市
町村と同様の期間となるよう延長されることを強く要望します。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　　平成27年６月26日

 長崎県雲仙市議会　　　

衆議院議長　　大島　理森　殿
参議院議長　　山崎　正昭　殿
内閣総理大臣　安倍　晋三　殿
総務大臣　　　高市　早苗　殿
財務大臣　　　麻生　太郎　殿

再延長要望

※合併特例債の再延長意見内容

被 災 地

他市町村 10年

10年

5年延長

10年延長

5年
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議案番号 事　　　　　　件　　　　　　名 議決結果

議案 第28号 専決処分した事件の承認について（雲仙市税条例等の一部を改正する条例） 承　認

議案 第29号 専決処分した事件の承認について（平成26年度雲仙市一般会計補正予算（第
9号）） 承　認

議案 第30号 専決処分した事件の承認について（平成26年度雲仙市国民健康保険特別会計
補正予算（第2号）） 承　認

議案 第31号 専決処分した事件の承認について（平成26年度雲仙市後期高齢者医療特別会
計補正予算（第2号）） 承　認

議案 第32号 専決処分した事件の承認について（平成26年度雲仙市簡易水道事業特別会計
補正予算（第4号）） 承　認

議案 第33号 専決処分した事件の承認について（平成26年度雲仙市下水道事業特別会計補
正予算（第4号）） 承　認

議案 第34号 専決処分した事件の承認について（平成26年度雲仙市国民宿舎事業特別会計
補正予算（第3号）） 承　認

議案 第35号 専決処分した事件の承認について（平成26年度雲仙市温泉浴場事業特別会計
補正予算（第2号）） 承　認

議案 第36号 雲仙市議会の議決すべき事件に関する条例の制定について 原案可決

議案 第37号 雲仙市総合計画審議会条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第38号 雲仙市税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第39号 雲仙市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第40号 雲仙市社会教育委員条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案 第41号 平成27年度雲仙市一般会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案 第42号 平成27年度雲仙市簡易水道事業特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案 第43号 平成27年度雲仙市下水道事業特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案 第44号 平成27年度雲仙市国民宿舎事業特別会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案 第45号 平成27年度雲仙市水道事業会計補正予算（第1号）案について 原案可決

議案 第46号 動産の買入れについて 原案可決

発議 第 3 号 合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書について 原案可決

平成２７年 第２回雲仙市議会定例会　議決結果
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常任委員会報告

質
疑　
吾
妻
町
で
の
火
災
を
教
訓
と

し
て
、
防
火
水
槽
や
消
火
栓
の
充
足

状
況
を
、
市
が
率
先
し
て
、
総
合
支

所
と
連
携
を
は
か
り
、
全
体
的
な
確

認
や
点
検
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

答
弁　
全
体
的
な
点
検
を
し
た
い
。

質
疑　
防
火
水
槽
の
代
替
と
し
て
、

河
川
等
を
せ
き
止
め
、
常
時
水
利
を

確
保
で
き
れ
ば
、
費
用
も
か
か
ら
な

い
。
ど
う
考
え
る
の
か
。

答
弁　
通
常
、
土
の
う
を
用
い
河
川

を
せ
き
止
め
、
消
火
活
動
を
し
て
い

る
。
防
火
水
槽
等
の
点
検
の
際
に
、

河
川
も
点
検
し
た
い
。

質
疑　
本
市
は
合
併
特
例
債
の
再
延

長
を
要
望
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　
今
後
、
国
や
県
に
要
望
し
て

い
き
た
い
。

意
見　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
費
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
に
つ
い
て
は
、
将

来
的
に
レ
ン
タ
ル
に
よ
る
導
入
が
よ

い
と
思
わ
れ
る
。
収
支
を
比
較
で
き

る
よ
う
に
し
て
お
い
て
も
ら
い
た

い
。

質
疑　
議
決
す
べ
き
事
件
が
追
加
さ

れ
る
の
か
。

答
弁　
総
合
計
画
等
が
議
決
事
項
と

な
る
。

意
見　
地
方
創
生
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
対
応

し
て
も
ら
い
た
い
。

意
見　
合
併
基
盤
整
備
事
業
を
円
滑

か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
東

日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
合
併
市
町

村
と
同
様
の
期
間
と
な
る
よ
う
、
更

な
る
延
長
を
求
め
る
た
め
、
本
市
議

会
独
自
と
し
て
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
定
し
ま
し

た
。

（
意
見
書
の
文
面
に
つ
い
て
は

�

５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

意
見　

・
避
難
勧
告
を
出
す
以
上
は
気
象
庁

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
得
な
が

ら
、
慎
重
に
検
討
を
重
ね
て
出
し

て
も
ら
い
た
い
。

・
本
市
は
広
範
囲
で
あ
る
た
め
、
旧

町
単
位
で
の
勧
告
を
検
討
し
て
も

ら
い
た
い
。

・
市
内
全
域
に
勧
告
を
出
す
の
で
あ

れ
ば
、
避
難
所
は
収
容
人
数
な
ど

そ
れ
相
応
の
場
所
に
設
置
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
道
路
状
況
な
ど

を
勘
案
し
て
も
、
各
町
に
１
箇
所

だ
け
で
な
く
状
況
に
応
じ
た
開
設

で
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
市
民
か
ら
議
員
へ
の
問
い
合
わ
せ

も
多
い
の
で
、
早
急
に
ま
た
逐
一

状
況
を
報
告
し
て
も
ら
い
た
い
。

・
今
回
の
反
省
点
を
今
後
の
危
機
管

理
に
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
））

議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す

る
条
例
の
制
定

総
合
計
画
審
議
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

合
併
特
例
債
の
適
用
期
間
の
再
延

長
を
求
め
る
意
見
書

６
月
１１
日
、
雲
仙
市
で
初
め
て
出

さ
れ
た
避
難
勧
告
及
び
被
害
状
況

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認　
（税条例等の一部を改正する条例）　ほか１件 承　認

議会の議決すべき事件に関する条例の制定　ほか２件 原案可決

平成２７年度一般会計補正予算（第１号）案 原案可決

合併特例債の適用期間の再延長を求める意見書 決　議

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
２
件
、原
案
可
決
４

件
、意
見
書
１
件
を
決
議

し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
等
の

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
　
　
務

審査状況 多比良港埋立地（国見町）
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常任委員会報告

文
教
厚
生

質
疑　
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業

に
お
い
て
、
調
査
深
度
が
浅
く
出
来

た
た
め
と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

答
弁　
当
初
の
平
均
深
度
を
0・
7

メ
ー
ト
ル
で
計
画
し
て
い
た
が
、
実

績
で
は
平
均
深
度
が
0・
4
メ
ー
ト

ル
で
済
ん
だ
た
め
で
あ
る
。

質
疑　
特
定
健
康
診
査
等
事
業
に
お

い
て
、
予
算
を
減
額
し
た
理
由
は
何

か
。
ま
た
、
例
年
と
比
べ
て
受
診
率

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

答
弁　
当
初
、
特
定
検
診
の
受
診
率

を
50
％
で
見
込
ん
で
い
た
が
、
実
績

で
は
40
％
程
度
だ
っ
た
た
め
の
減
額

で
あ
り
、
受
診
率
は
、
平
成
25
年
度

並
で
あ
っ
た
。

質
疑　
実
践
的
安
全
教
育
総
合
支
援

事
業
に
つ
い
て
、
今
後
の
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　
こ
の
指
定
を
受
け
た
こ
と
に

よ
り
、
来
年
１
月
末
に
県
下
全
域
の

学
校
を
対
象
と
し
た
研
究
発
表
大
会

を
開
催
す
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を

基
に
、
２
月
末
に
東
京
で
開
催
さ
れ

る
全
国
の
実
践
発
表
大
会
に
参
加
し

て
、
各
地
域
で
の
取
り
組
み
を
市
内

の
学
校
に
役
立
て
る
予
定
で
あ
る
。

質
疑　
土
黒
小
学
校
図
書
整
備
事
業

に
つ
い
て
、
こ
の
寄
付
金
は
図
書
の

購
入
に
充
て
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
っ
て
い
た
の
か
。

答
弁　
こ
の
寄
付
金
は
、
土
黒
小
学

校
の
教
員
と
し
て
長
年
勤
め
ら
れ
た

方
（
故
人
）
の
ご
意
思
に
基
づ
き
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
土
黒
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
図
書
等

を
購
入
し
、
故
人
の
名
前
を
付
け
る

な
ど
し
て
活
用
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
っ
た
。

　
市
内
の
学
校
施
設
の
、
パ
ソ
コ
ン

等
の
機
器
を
更
新
の
た
め
新
し
く
購

入
し
、
情
報
通
信
技
術
教
育
の
充
実

を
図
る
も
の
。

質
疑　
パ
ソ
コ
ン
は
ど
ん
ど
ん
進
化

し
て
い
る
の
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

最
新
の
も
の
を
導
入
し
た
方
が
い
い

の
で
は
な
い
か
。

答
弁　
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る
場

合
に
は
、
無
線
通
信
を
使
用
す
る
こ

と
に
な
り
、
市
の
運
用
で
は
無
線
通

信
を
行
う
こ
と
は
認
め
て
い
な
い
。

　
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

場
合
に
は
、
使
用
す
る
学
校
だ
け
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
、
別
途
サ
ー
バ
ー
や
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ア
ン
テ
ナ
等
を
設
置
し
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
問
題
等
様
々
な
環
境

整
備
が
必
要
と
な
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
費
用
対
効
果

等
も
考
え
な
が
ら
、
今
後
検
討
し
て

い
き
た
い
。

意
見　
更
新
が
遅
く
な
る
学
校
に
つ

い
て
は
、
前
倒
し
し
て
で
も
早
く
機

器
の
更
新
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

答
弁　
可
能
な
限
り
前
倒
し
し
て
い

き
た
い
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
））

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
２６
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
））

平
成
２７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
案

動
産
の
買
入
れ

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認
（平成２6年度一般会計補正予算（第9号））　ほか3件 承　認

平成２７年度一般会計補正予算（第１号）案 原案可決

動産の買入れ　ほか２件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い

て
、承
認
４
件
、原
案
可
決

４
件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
案
件
の
質
疑
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

審査状況
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常任委員会報告

産
業
建
設

質
疑　
農
地
保
全
事
業
の
減
額
分
を

決
定
か
ら
外
れ
た
と
こ
ろ
へ
ま
わ
す

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　
年
度
初
め
に
予
算
の
全
額
を

決
定
す
る
。
今
回
は
年
度
末
ま
で
に

地
元
受
益
者
が
施
工
で
き
な
か
っ
た

こ
と
と
、
決
定
後
に
圃
場
整
備
の
計

画
が
持
ち
上
が
り
、
年
度
内
完
成
が

困
難
に
な
っ
た
た
め
、
結
果
的
に
こ

の
よ
う
な
か
た
ち
と
な
っ
た
。
通
常

は
年
末
に
か
け
て
進
捗
状
況
を
把
握

し
、
執
行
が
困
難
と
判
断
し
た
場
合

は
取
消
し
を
し
て
、
別
の
地
区
に
割

り
当
て
る
措
置
を
と
っ
て
い
る
。
今

後
も
精
査
を
早
め
に
行
い
、
そ
の
よ

う
な
対
応
を
と
り
た
い
。

意
見　
イ
ノ
シ
シ
を
よ
り
多
く
捕
獲

す
る
た
め
、
箱
わ
な
の
数
を
も
っ
と

増
や
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
山

間
部
だ
け
で
は
な
く
、
町
中
へ
出
没

し
て
い
る
話
も
聞
く
。
猟
友
会
と
よ

く
協
議
し
、
被
害
が
出
な
い
よ
う
な

対
策
を
と
っ
て
も
ら
い
た
い
。

意
見　
商
店
街
活
性
化
推
進
事
業
は

ほ
と
ん
ど
の
予
算
が
減
額
さ
れ
て
い

る
。
市
の
財
政
状
況
も
裕
福
で
あ
る

と
は
言
え
な
い
。
も
っ
と
予
算
要
求

段
階
か
ら
精
査
を
し
て
も
ら
い
た

い
。

質
疑　
今
回
諸
事
情
（
休
業
）
に
よ

り
影
響
が
出
て
い
る
が
、
財
源
的
な

補
填
は
し
な
い
の
か
。

答
弁　
安
易
に
財
政
調
整
基
金
を
使

う
の
で
は
な
く
、
収
入
増
を
は
か
り

基
本
的
に
は
本
会
計
で
対
応
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
６
月
11
日
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状

況
を
把
握
す
る
た
め
、
５
箇
所
の
現

地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
法
面
の
崩
壊
に
よ
る
道
路
の
通
行

止
め
な
ど
、
市
民
の
生
活
に
支
障
を

き
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と

を
改
め
て
実
感
し
た
。

　
出
来
得
る
限
り
早
期
の
復
旧
が
で

き
る
よ
う
な
対
応
を
望
む
。

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
２６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
９
号
））

専
決
処
分
し
た
事
件
の
承
認
（
平

成
２６
年
度
国
民
宿
舎
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
））

現
地
調
査
を
実
施

付　　託　　案　　件 審議結果

専決処分した事件の承認
（平成２6年度一般会計補正予算（第9号））　ほか3件 承　認

平成２７年度一般会計補正予算（第１号）案　ほか４件 原案可決

　
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ

た
左
記
の
案
件
に
つ
い
て
、

承
認
４
件
、
原
案
可
決
５

件
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
す
。

審査状況

雲仙地区被災箇所
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町
田
議
員 　

日
本
創
成
会
議

は
、「
地
方
消
滅
」
の
本
の
中
で
、

人
口
急
減
に
よ
り
全
国
8
9
6
の

市
町
村
が
消
え
る
と
提
言
し
、
雲

仙
市
も
30
年
後
に
は
3
万
人
を
割

る
予
測
。こ
れ
を
改
善
す
る
に
は
、

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
・
定
住
へ

の
支
援
が
必
要
と
し
て
い
る
。
本

市
が
取
組
ん
で
き
た
事
業
の
効
果

は
。

 

金
澤
市
長 　
即
効
性
の
あ
る
対

策
は
な
い
と
考
え
て
お
り
、
子
育

て
・
住
環
境
・
生
活
社
会
環
境
の

整
備
等
幅
広
い
対
策
が
必
要
だ
。

 

町
田
議
員 　
い
ろ
い
ろ
や
っ
て

い
る
と
言
う
の
に
、
人
口
減
少
対

策
の
効
果
が
出
て
こ
な
い
。
波
佐

見
町
の
最
大
一
世
帯
85
万
円
を
交

付
す
る
定
住
奨
励
金
交
付
制
度

は
、
転
入
利
用
43
世
帯
で
、
1

2 

8
人
が
他
自
治
体
か
ら
移
住
。
町

は
成
果
が
あ
っ
た
と
し
て
延
長
を

決
定
し
た
。
定
住
住
宅
制
度
は
地

道
で
あ
る
が
、
い
ち
ば
ん
人
口
減

少
を
止
め
る
対
策
だ
と
思
う
。
市

も
考
え
る
べ
き
で
は
。

 

町
田
議
員 　
望
洋
荘
に
入
浴
さ

れ
た
方
が
レ
ジ
オ
ネ
ラ
肺
炎
と
診

断
さ
れ
、
県
南
保
健
所
が
採
水
検

査
を
し
た
と
聞
い
た
が
結
果
は
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
25
ヶ
所

検
水
し
、
レ
ジ
オ
ネ
ラ
属
菌
が
17

ヶ
所
検
出
さ
れ
た
。
循
環
型
だ
っ

た
部
分
は
廃
止
す
る
。

 

町
田
議
員 　
今
回
の
損
害
額
は
。

 

松
尾
部
長 　
試
算
の
結
果
、
1

5
0
0
万
円
の
減
収
に
。

 

町
田
議
員 　
平
成
14
年
宮
崎
県

内
温
泉
浴
施
設
で
起
こ
っ
た
レ
ジ

オ
ネ
ラ
肺
炎
で
は
、
死
者
7
人
が

出
る
大
惨
事
と
な
り
営
業
停
止
期

間
は
4
5
0
日
間
で
あ
っ
た
。
一

旦
事
態
が
起
こ
る
と
、
働
い
て
い

る
人
も
大
変
な
こ
と
に
な
る
の

で
、
徹
底
し
た
清
掃
を
。

消滅都市の中に雲仙も

一般質問は、質問者自身が議事録をもとに原稿を作成しています。

町田　康則…P10
平野　利和…P11
町田　　誠…P11
中村　好治…P12

松尾　文昭…P12
坂本　弘樹…P13
酒井　恭二…P13
佐藤　義隆…P14

上田　　篤…P14
元村　康一…P15
小田　孝明…P15
浦川　康二…P16

市政を問う 12名の議員が一般質問

市
の
消
滅
都
市
へ
の
対
策
は

望
洋
荘
の
レ
ジ
オ
ネ
ラ
対
策
は

町
まちだ

田　康
やすのり

則議員
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一般質問

 

町
田
議
員 　
千
々
石
中
学
校
体

育
館
は
平
成
19
年
頃
か
ら
雨
漏
り

が
あ
り
体
育
の
授
業
や
部
活
動
に

支
障
が
出
て
い
た
と
思
う
。
風
雨

が
ひ
ど
い
時
、
軒
先
部
か
ら
内
部

に
吹
き
込
む
状
況
で
最
終
的
に
フ

ロ
ア
ー
に
落
ち
、
水
た
ま
り
が
で

き
る
状
況
で
あ
る
。
今
回
発
生
し

た
中
学
校
体
育
館
で
同
校
男
子
生

徒
が
フ
ロ
ア
ー
の
水
た
ま
り
に
足

を
滑
ら
せ
鉄
格
子
に
激
突
し
大
け

が
を
し
た
。
男
子
生
徒
は
最
寄
り

の
救
急
病
院
に
搬
送
さ
れ
入
院

し
、
幸
い
に
し
て
今
は
退
院
し
て

い
る
。
打
ち
所
が
違
っ
て
後
遺
症

あ
る
い
は
打
撲
骨
折
を
負
う
事
故

な
ら
大
変
な
こ
と
。
今
回
の
事
故

を
教
訓
に
今
後
の
対
策
は
。

 

金
澤
市
長 　
ま
ず
千
々
石
中
学

校
体
育
館
の
生
徒
の
事
故
に
つ
い

て
は
、
町
田
議
員
の
質
問
通
告
を

受
け
て
か
ら
把
握
し
た
。
け
が
を

さ
れ
た
生
徒
さ
ん
と
保
護
者
の
方

に
は
誠
に
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。

 

山
野
教
育
長 　
こ
の
事
故
を
受

け
て
早
々
に
校
長
研
修
会
及
び
教

頭
研
修
会
を
開
催
し
て
、
こ
れ
ま

で
学
校
で
は
安
全
計
画
が
形
式
的

な
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
か
、
学

校
安
全
の
校
内
体
制
を
再
確
認
し

て
整
備
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

学校施設の事故対応は

 

平
野
議
員 　
み
ず
ほ
温
泉
千
年

の
湯
の
運
営
に
つ
い
て
、
3
月
議

会
の
文
教
厚
生
委
員
会
で
の
議
論

の
中
で
「
今
後
ポ
ン
プ
が
故
障
し

た
場
合
に
は
、
ポ
ン
プ
の
更
新
は

考
え
て
い
な
い
。
今
後
大
き
な
故

障
を
し
た
場
合
は
教
育
委
員
会
で

早
急
に
検
討
す
る
。」
と
あ
る
。

こ
こ
の
お
湯
は
体
の
た
め
に
大
変

良
い
湯
な
の
で
残
し
て
ほ
し
い
と

市
民
の
声
を
聴
く
が
、
今
後
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
近
年
は
利
用
者
数

の
減
少
や
設
備
の
老
朽
化
等
か
ら

維
持
管
理
費
が
増
加
し
、
こ
れ
ま

で
多
額
の
経
費
を
費
や
し
て
き

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
み
ず
ほ
温

泉
千
年
の
湯
は
多
く
の
市
民
に
親

し
ま
れ
て
い
る
施
設
で
あ
る
。
地

域
住
民
の
交
流
を
促
進
し
、
市
の

活
性
化
に
寄
与
し
、市
民
の
健
康
、

福
祉
の
増
進
及
び
そ
の
振
興
を
図

る
た
め
の
施
設
と
し
て
最
大
限
存

続
に
向
け
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

 

平
野
議
員 　
こ
こ
の
温
泉
は
い

ず
れ
枯
渇
す
る
温
泉
の
よ
う
だ
、

ぜ
ひ
枯
渇
す
る
ま
で
存
続
を
お
願

い
し
た
い
。

 

金
澤
市
長 　
指
定
管
理
等
を
含

め
、
色
々
な
可
能
性
を
模
索
し
て

い
く
。
こ
の
場
で
温
泉
が
枯
渇
す

る
ま
で
存
続
す
る
と
は
明
言
で
き

な
い
。

他
の
質
問

・
国
民
健
康
保
険
は

・
鳥
獣
被
害
は

・
市
営
住
宅
は

みずほ温泉 千年の湯

学
校
施
設
の
管
理
状
況
は

み
ず
ほ
温
泉
「
千
年
の
湯
」

運
営
は

平
ひらの

野　利
としかず

和議員

千年の湯（瑞穂町）

町
まちだ

田　　誠
まこと

議員

床の状況（水溜りが数箇所できている）
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金澤市政のここが聞きたい

 

松
尾
議
員 　
制
度
内
容
に
つ
い

て
は
毎
年
度
変
更
に
な
り
、
よ
い

取
り
組
み
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

今
回
の
市
内
営
業
所
（
本
社
を
除

く
）
に
係
る
入
札
参
加
条
件
に
つ

い
て
、
市
内
本
社
を
基
本
と
し
な

が
ら
も
一
定
の
制
限
の
も
と
で
入

札
参
加
条
件
を
試
行
す
る
と
定
め

ら
れ
て
い
る
が
、
市
内
本
社
の
実

情
を
捉
え
た
上
で
の
こ
と
か
。

 

金
澤
市
長 　
雇
用
の
確
保
、
拡

大
に
寄
与
で
き
る
入
札
制
度
と
す

る
考
え
で
あ
り
、
競
争
性
の
観
点

か
ら
は
、
入
札
参
加
者
が
固
定
化

し
た
り
、
参
加
業
者
が
確
保
さ
れ

な
い
場
合
は
好
ま
し
く
な
い
な
ど

総
合
的
に
考
慮
し
方
針
を
定
め
た
。

 

松
尾
議
員 　
展
望
台
付
近
に
は

住
宅
が
増
加
し
、
子
ど
も
た
ち
も

多
い
。
国
道
57
号
線
付
近
は
店
舗

も
で
き
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
の

た
め
に
横
断
歩
道
の
設
置
は
考
え

ら
れ
な
い
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
そ
こ
の

地
域
に
つ
い
て
の
危
険
性
は
十
分

認
識
を
し
て
横
断
歩
道
の
必
要
性

も
感
じ
て
い
る
。
警
察
、
公
安
委

員
会
で
予
算
を
つ
け
て
も
ら
う
よ

う
に
要
望
し
た
い
。

他
の
質
問

・�

入
札
に
お
け
る
業
者
の
選
定
は

・
人
口
減
少
対
策
は

入札制度変更の内容は

 

中
村
議
員 　
環
境
政
策
を
地
方

創
生
の
総
合
戦
略
に
ど
の
様
に
取

り
組
み
予
算
化
す
る
の
か
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
平
成
24

年
度
の
環
境
都
市
宣
言
、
平
成
26

年
度
は
雲
仙
市
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
、
総
合
的
な
施
策
を
実
行

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

 

中
村
議
員 　
観
光
政
策
に
つ
い

て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
仁
田
峠
循
環
道
路
に
つ
い
て

は
、
市
道
で
あ
る
の
に
通
行
制
限

が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
は
お
か

し
く
な
い
か
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
観
光
政

策
で
は
総
合
計
画
の
目
標
達
成
に

向
け
、
地
域
資
源
の
磨
き
上
げ
を

行
い
、
多
く
の
観
光
客
に
来
て
い

た
だ
く
よ
う
に
努
力
す
る
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
平
成
21

年
度
か
ら
市
道
と
し
て
管
理
し
て

通
行
規
制
を
行
っ
て
い
る
。
ま
ず

は
、
今
進
め
て
い
る
防
護
柵
と
か

路
肩
の
整
備
を
終
わ
ら
せ
、
仁
田

峠
循
環
線
利
用
適
正
化
協
議
会
の

中
で
警
察
・
国
土
交
通
省
・
環
境

省
等
と
協
議
、研
究
を
進
め
た
い
。

 

中
村
議
員 　
定
住
促
進
に
つ
い

て
は
定
住
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

書
か
れ
て
い
る
項
目
で
い
い
の

か
。
家
賃
が
低
額
の
住
宅
を
建
設

す
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の
増
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。
 

大
塚
政
策
課
長 　
総
合
戦
略
、

総
合
計
画
を
踏
ま
え
ど
の
様
な
対

策
が
効
果
的
か
、
他
の
自
治
体
の

事
業
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
研
究

し
て
い
き
た
い
。

 

酒
井
副
市
長 　
住
宅
建
設
の
計

画
は
具
体
的
に
い
え
な
い
が
、
総

合
戦
略
の
中
で
十
分
協
議
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
で
あ
る

の
で
参
考
に
し
た
い
。

地方創生の総合戦略は
地
方
創
生
（
総
合
戦
略
）
の

骨
格
は

制
度
内
容
の
変
更
は

愛
野
展
望
台
付
近
交
差
点
の

歩
道
設
置
は

中
なかむら

村　好
こうじ

治議員

松
まつ お

尾　文
ふみあき

昭議員

愛野展望台付近交差点
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一般質問

 

酒
井
議
員 　
愛
野
・
小
浜
バ
イ

パ
ス
建
設
整
備
の
現
状
認
識
は
。

 

金
澤
市
長 　
精
力
的
に
要
望
活

動
は
行
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
に

進
展
が
な
く
、
依
然
厳
し
い
も
の

と
感
じ
て
い
る
。

 

酒
井
議
員 　
そ
の
厳
し
い
現
状

の
原
因
は
何
か
。

 

野
口
建
設
整
備
部
長 　
国
、
県

の
考
え
方
と
し
て
、
現
状
に
お
い

て
は
、
新
規
路
線
事
業
化
は
大
変

厳
し
い
状
況
と
い
う
事
で
あ
る
。

 

酒
井
議
員 　
市
か
ら
国
へ
要
望

の
際
の
県
の
関
わ
り
方
は
。

 

金
澤
市
長 　
国
土
交
通
省
が
、

新
規
路
線
と
し
て
の
愛
野
・
小
浜

バ
イ
パ
ス
は
無
理
だ
が
、
交
通
安

全
対
策
、
防
災
・
減
災
で
現
道
の

改
良
で
あ
れ
ば
前
向
き
に
検
討
で

き
る
と
い
う
事
な
の
で
、
今
後
は

県
の
主
導
で
、
国
と
県
と
島
原
半

島
3
市
で
勉
強
会
を
し
、
要
望
内

容
を
取
り
ま
と
め
て
県
と
共
に
要

望
し
て
い
く
。

 

酒
井
議
員 　
今
後
、
市
と
し
て

愛
野
・
小
浜
間
の
道
路
整
備
要
望

は
バ
イ
パ
ス
建
設
、
4
車
線
化
等

の
ど
の
方
法
に
よ
る
整
備
を
要
望

し
て
い
く
の
か
。

 

野
口
部
長 　
4
車
線
化
に
は
現

道
を
拡
幅
し
4
車
線
と
す
る
方
法

と
、
別
路
線
で
2
車
線
作
っ
て
の

4
車
線
化
と
す
る
方
法
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
市
の
要
望
と
し

て
は
4
車
線
化
に
変
え
て
い
き
た

い
。

 

酒
井
議
員 　
こ
れ
ま
で
、
経
営

感
覚
を
生
か
し
た
事
業
の
ス
ク

ラ
ッ
プ
や
コ
ス
ト
削
減
は
目
に
つ

く
が
、
市
長
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の

産
業
振
興
施
策
が
少
な
い
よ
う
に

思
う
が
。

 

金
澤
市
長 　
成
果
が
見
込
め
る

手
立
て
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
。
雲

仙
市
に
お
い
て
産
業
振
興
を
図
る

こ
と
は
、
企
業
誘
致
も
含
め
い
ろ

ん
な
意
味
で
難
し
い
が
、
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

どうなる愛野小浜道路

組織機構再編の考えは

 

坂
本
議
員 　
将
来
の
組
織
の
方

向
性
を
ど
う
考
え
る
か
。
計
画
で

は
、
5
部
5
局
2
課
6
総
合
支
所

を
7
部
5
局
1
課（
6
総
合
支
所
）

に
再
編
と
な
っ
て
い
る
が
。

 

金
澤
市
長 　
整
備
中
の
増
築
庁

舎
の
活
用
を
考
慮
し
つ
つ
、
市
民

の
利
便
性
、事
務
処
理
の
効
率
化
、

指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化
や
、
部

局
間
及
び
部
局
内
の
連
携
の
強
化

等
を
目
指
す
。
本
庁
で
は
、
政
策

の
企
画
立
案
機
能
、
予
算
配

分
、
国
・
県
等
と
の
調
整
な

ど
、
全
体
の
総
合
調
整
や
意

志
決
定
を
行
う
。
総
合
支
所

で
は
、
現
行
ど
お
り
各
種
証

明
書
の
発
行
や
簡
易
な
ハ
ー

ド
事
業
の
対
応
な
ど
役
割
を

持
た
せ
、
専
門
知
識
が
必
要

な
業
務
は
、
原
則
本
庁
に
集
約
し

つ
つ
も
、
基
本
的
な
機
能
は
現
状

維
持
と
す
る
。

 

畑
中
総
務
部
長 　
総
合
支
所
を

統
括
し
本
庁
と
の
意
思
統
一
を
図

り
、
責
任
の
所
在
を
明
確
に
す
る

に
は
指
揮
命
令
系
統
の
明
確
化
が

必
要
と
の
判
断
か
ら
、
地
域
振
興

部
を
創
設
し
て
そ
の
役
割
を
担
わ

せ
る
こ
と
で
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
全

体
の
統
一
性
、
公
平
性
を
確
保
す

る
。

 

坂
本
議
員 　
捨
て
犬
・
捨
て
猫

を
防
止
す
る
た
め
の
条
例
制
定
は
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
条
例
化

は
厳
し
い
と
考
え
る
。
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
を
運

用
し
て
い
く
。

将
来
の
組
織
・
機
構
再
編
は

捨
て
犬
・
捨
て
猫
対
策
を

愛
野
・
小
浜
間
の
道
路
整
備

の
見
通
し
は

こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営
は

坂
さかもと

本　弘
ひろき

樹議員

酒
さか い

井　恭
きょうじ

二議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

上
田
議
員 　
「
平
和
安
全
法
制
」

の
実
体
は
戦
争
法
案
だ
。
戦
後
70

年
間
日
本
は
戦
争
を
せ
ず
に
平
和

だ
っ
た
が
、
こ
の
法
案
が
通
れ
ば

戦
争
す
る
国
に
な
る
。
実
際
に
戦

死
者
が
出
れ
ば
、
自
衛
隊
へ
入
る

人
が
減
り
、
徴
兵
制
ま
で
出
て
く

る
の
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
問
題

は
国
会
だ
け
で
な
く
、
市
議
会
で

も
、
町
な
か
で
も
大
い
に
議
論
す

る
必
要
が
あ
る
。
国
会
で
は
ど
う

い
う
論
議
が
さ
れ
て
い
る
か
。

 

金
澤
市
長 　
10
の
法
律
を
ま
と

め
て
改
正
し
よ
う
と
す
る
「
安
全

保
障
関
連
法
案
」
と
、
新
法
で
あ

る
「
国
際
平
和
支
援
法
案
」
が
審

議
さ
れ
て
い
る
。

 

上
田
議
員 　
そ
れ
ら
に
は
①
戦

闘
地
域
ま
で
行
っ
て
後
方
支
援
を

す
る
、
②
武
器
を
使
っ
た
治
安
維

持
活
動
を
可
能
に
す
る
、
③
集
団

的
自
衛
権
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
の
起

こ
す
戦
争
に
参
加
す
る
危
険
が
あ

る
、
と
い
う
3
つ
の
重
大
問
題
が

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

 

金
澤
市
長 　
地
方
自
治
体
の
長

の
立
場
か
ら
こ
こ
で
考
え
を
示
す

こ
と
は
控
え
る
。
感
情
論
に
偏
っ

た
報
道
が
多
い
よ
う
な
気
が
す
る

の
で
、
も
っ
と
冷
静
な
議
論
が
な

さ
れ
る
べ
き
だ
。

 

上
田
議
員 　
落
ち
着
い
た
議
論

が
必
要
と
思
う
が
、
そ
れ
が
で
き

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
は
国
の

方
で
は
な
い
か
。

　
世
論
調
査
で
は
、
こ
の
法
案
の

今
国
会
で
の
成
立
に
59
％
が
反
対

し
、
賛
成
は
30
％
だ
。

 

金
澤
市
長 　
国
会
で
慎
重
か
つ

十
分
な
議
論
が
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
す
る
。

平和な国をこれからも

 

佐
藤
議
員 　
空
き
家
対
策
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
全
国
約
80
万

戸
に
及
ぶ
空
き
家
対
策
の
特
別
措

置
法
が
5
月
26
日
に
全
面
施
行
と

な
っ
た
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
市

町
村
は
治
安
や
防
災
上
の
問
題
が

懸
念
さ
れ
る
空
き
家
の
所
有
者
に

対
し
、
撤
去
や
修
繕
を
勧
告
、
命

令
で
き
る
と
規
定
さ
れ
、
命
令
違

反
に
対
し
て
は
50
万
円
以
下
の
過

料
を
科
し
、
強
制
撤
去
も
可
能
と

す
る
内
容
で
、
自
治
体
の
権
限
が

法
的
に
位
置
づ
け
さ
れ
た
が
、
市

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行

な
う
の
か
。

 

金
澤
市
長 　
空
き
家
等
対
策
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
昨

年
11
月
に
公
布
さ
れ
、
先
月
26
日

に
施
行
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と

な
る
「
特
定
空
き
家
等
に
対
す
る

措
置
」
に
関
す
る
適
切
な
実
施
を

図
る
た
め
に
必
要
な
指
針
が
示
さ

れ
た
。

　
市
と
し
て
も
、
本
法
律
の
制
定

及
び
施
行
を
踏
ま
え
、
条
例
制
定

の
必
要
性
も
含
め
て
精
査
し
、
適

正
な
措
置
が
と
れ
る
よ
う
対
応
す

る
。

 
佐
藤
議
員 　
先
の
3
月
議
会
の

一
般
質
問
で
同
僚
議
員
が
質
問
さ

れ
て
い
た
が
、
社
会
体
育
施
設
の

維
持
管
理
、
備
品
の
更
新
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

 

山
本
教
育
次
長 　
社
会
体
育
施

設
の
不
備
箇
所
や
備
品
等
の
不
都

合
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
当
初
予
算
に
、
こ
れ
ま

で
に
市
民
か
ら
の
要
望
に
対
応
で

き
な
か
っ
た
施
設
の
改
修
や
備
品

を
更
新
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上

し
て
お
り
、
対
応
し
た
い
。

他
の
質
問

・�

千
々
石
川
の
整
備
は

・
夜
間
照
明
の
管
理
は

空き家対策の取組みは

「
平
和
安
全
法
制
」
の
実
体

は
戦
争
法
案

空
き
家
対
策
の
対
応
は

体
育
施
設
の
維
持
管
理
は

佐
さとう

藤　義
よしたか

隆議員

上
うえ だ

田　　篤
あつし

議員
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一般質問

 

小
田
議
員 　
平
成
24
年
11
月
有

明
フ
ェ
リ
ー
入
口
の
横
断
歩
道
で

左
折
車
に
撥
ね
ら
れ
死
亡
、
今
年

3
月
20
日
国
見
総
合
支
所
付
近
の

市
道
の
電
柱
に
衝
突
し
、
死
亡
す

る
事
故
が
あ
っ
た
。
昨
年
も
質
問

し
た
が
対
応
は
。

 

金
澤
市
長 　
市
交
通
安
全
計
画

を
策
定
し
死
者
数
ゼ
ロ
人
、
死
傷

者
数
3
5
0
人
以
内
を
目
標
に
3

つ
の
視
点
8
つ
の
柱
を
基
本
に
対

策
を
推
進
し
て
い
る
。

 

小
田
議
員 　
電
柱
や
横
断
歩
道

等
の
道
路
交
通
環
境
の
整
備
を
具

体
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

 

広
瀬
市
民
生
活
部
長 　
重
篤
な

事
故
の
あ
っ
た
場
合
は
関
係
者
に

よ
る
道
路
診
断
を
行
い
改
良
点
等

を
協
議
し
て
い
る
。

 

小
田
議
員 　

法
人
で
不
納
欠

損
・
滞
納
額
の
多
い
の
は
。

 

広
瀬
部
長 　

1
法
人
1

 
5
 7 

6
万
円
欠
損
、
12
法
人
で
2
億
2

7
0
0
万
円
滞
納
額
が
あ
る
。

 

小
田
議
員 　
差
し
押
え
も
無
く

1
5
7
6
万
円
を
消
す
の
は
税
の

保
全
、
公
平
性
を
損
な
う
の
で
は

な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
理
論
的
に
は
よ
く

わ
か
る
。現
場
と
よ
く
研
究
す
る
。

 

小
田
議
員 　
み
ず
ほ
温
泉
千
年

の
湯
と
小
浜
望
洋
荘
の
入
浴
利
用

規
定
で
、
特
別
料
金
で
70
歳
と
60

歳
、
割
引
時
間
の
午
後
6
時
と
4

時
30
分
の
違
い
が
あ
る
。
十
分
な

検
討
を
。

危険な電柱は移動を

 

元
村
議
員 　
下
水
道
は
、瑞
穂
、

吾
妻
、
愛
野
、
千
々
石
、
雲
仙
地

区
に
つ
い
て
は
整
備
さ
れ
て
い
る

が
、
国
見
、
小
浜
、
南
串
山
の
3

地
区
は
市
財
政
を
圧
迫
す
る
の
で

当
面
の
間
は
事
業
を
行
わ
な
い
と

い
う
結
論
が
出
て
い
る
。
こ
の
下

水
道
特
別
会
計
に
は
一
般
会
計
か

ら
多
額
の
税
金
を
繰
入
れ
て
お

り
、
25
年
度
決
算
で
は
7
億
4
千

4
百
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
事
業

が
続
く
限
り
3
地
区
の
住
民
も

ず
っ
と
こ
の
負
担
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
行
政
に
お

い
て
、
こ
れ
ほ
ど
の
不
公
平
さ
を

感
じ
る
も
の
は
な
い
と
思
う
。

　
一
方
、
下
水
道
未
整
備
地
区
に

つ
い
て
は
浄
化
槽
設
置
補
助
金
を

交
付
し
、
設
置
者
の
負
担
軽
減
を

支
援
し
て
い
る
が
、
普
通
型
の
7

人
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
補
助
が

4
割
で
、
個
人
負
担
が
51
万
2
千

円
に
な
る
。
下
水
道
の
場
合
は
受

益
者
負
担
が
一
律
に
20
万
円
だ
が

個
人
浄
化
槽
の
場
合
は
50
万
円
以

上
の
負
担
と
な
る
。
そ
の
差
が
大

き
い
。
現
在
の
補
助
基
準
額
に
市

が
上
乗
せ
を
し
て
個
人
負
担
の
軽

減
を
し
て
や
る
こ
と
が
是
非
必
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
7
割
補
助
が

必
要
だ
と
思
う
が
市
で
検
討
さ
れ

実
施
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

金
澤
市
長 　
浄
化
槽
設
置
費
用

に
負
担
が
か
か
る
こ
と
は
十
分
に

理
解
し
て
お
り
、
雲
仙
市
浄
化
槽

設
置
整
備
事
業
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

浄化槽補助金の増額を

2
人
の
死
亡
事
故

法
人
の
滞
納
し
た
固
定
資
税

温
泉
利
用
条
件
を
公
平
に

衝突した電柱

元
もとむら

村　康
やすかず

一議員

下
水
道
未
整
備
地
区
に
対
す

る
浄
化
槽
設
置
に
伴
う
補
助

金
の
増
額
は

小
お だ

田　孝
こうめい

明議員
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金澤市政のここが聞きたい

 

浦
川
議
員 　
企
業
立
地
推
進
方

針
に
基
づ
く
、
企
業
誘
致
及
び
目

標
到
達
の
現
況
は
。

 

金
澤
市
長 　
東
京
・
大
阪
・
福

岡
等
に
お
い
て
企
業
を
訪
問
し
、

雲
仙
市
の
魅
力
や
農
林
水
産
物
の

特
産
品
な
ど
を
説
明
し
、
工
場
等

の
立
地
を
お
願
い
し
て
い
る
。

 

松
尾
産
業
振
興
部
長 　
平
成
25

年
度
か
ら
5
カ
年
間
で
企
業
立
地

件
数
5
件
、
新
規
雇
用
者
数
1�

0 

0
人
の
目
標
に
対
し
、
現
在
2
件

の
立
地
と
61
人
の
新
規
雇
用
を
達

成
し
て
い
る
。

 

浦
川
議
員 　
既
存
の
候
補
地
で

あ
る
瑞
穂
農
工
法
指
定
地
域
、
愛

野
野
井
原
地
域
及
び
千
々
石
農
工

法
指
定
地
域
の
整
備
状
況
は
。

 

松
尾
部
長 　
現
在
造
成
工
事
等

は
行
っ
て
い
な
い
。

 

酒
井
副
市
長 　
旧
町
か
ら
の
候

補
地
が
あ
る
が
、
実
際
可
能
性
が

あ
る
か
整
理
を
し
た
い
。

 

浦
川
議
員 　
埋
立
地
の
活
用
検

討
で
は
、
多
比
良
港
埋
立
地
は
県

と
協
議
中
で
来
年
度
か
ら
活
用
可

能
と
説
明
を
受
け
て
い
る
。
町
下

地
区
埋
立
地
は
竣
工
認
可
も
受
け

て
い
な
い
中
で
、
平
成
30
年
3
月

ま
で
土
砂
仮
置
場
と
し
て
使
用
を

許
可
さ
れ
て
い
る
が
、
市
と
し
て

は
埋
立
地
を
早
期
に
完
成
さ
せ
、

竣
工
認
可
及
び
土
地
の
登
記
を

し
、
早
期
に
活
用
す
る
こ
と
が
目

標
で
あ
る
。
土
砂
仮
置
場
と
し
て

使
用
は
矛
盾
し
て
い
な
い
か
。

 

金
澤
市
長 　
議
員
の
指
摘
の
と

お
り
で
あ
る
。

企業立地推進の進捗は

全国市議会議長会表彰
　平成27年6月17日に東京で開催された全国
市議会議長会第91回定期総会において、長
年にわたり地方自治の発展と振興に貢献した
功績により4名が表彰を受け、定例会の閉会
日に議場において、表彰状の伝達が行われま
した。

○大久保正美議長（議員15年以上）
○小畑　吉時議員（議員15年以上）
○森山　繁一議員（議員10年以上）
○大久保信一議員（議員10年以上）

※勤続年数については、町議会議員の年数を
　2分の1加算しています。

写真左より、大久保信一議員、大久保正美議長、
小畑吉時議員、森山繁一議員

浦
うらかわ

川　康
やすじ

二議員

企
業
誘
致
の
状
況
は

工
業
団
地
の
整
備
状
況
は

町下地区埋立地（吾妻町）
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議会のうごき
4月22日（水）～ 24日（金）
議会運営委員会行政調査

　より良い議会運営を目指すため、定例会
の運営や議会改革等について、佐賀県唐津
市議会と山口県山陽小野田市議会で行政調
査を行いました。
　市民に分かりやすい議会運営に努めるた
め、様々な研究を行ってまいります。

5月27日（水）
雲仙市防災会議・国民保護協議会

　防災会議並びに国民保護協議会が愛野
町公民館で開催され、大久保議長、平野総
務常任委員長が出席しました。
　異常気象や非常事態等に対応するため、
雲仙市として常日頃から備える必要性を痛
感いたしました。

5月10日（日）～ 13日（水）
大韓民国求礼郡等訪問

　大久保議長以下15名の訪問団は、姉妹
都市の求礼郡議会からの招請を受け、求礼
郡を訪問するとともに、対馬釜山事務所や
長崎県ソウル事務所等を視察しました。
　求礼郡との交流も8年となりますが、今
後の更なる発展を期待いたします。

6月4日（木）
第90回九州市議会議長会定期総会

　長崎市において、九州市議会議長会定期
総会が開催され、大久保議長が出席し「都市
財政の充実強化について」説明を行いました。
　同じような悩みを抱える自治体が連携
を図りながら、国に対して要望活動を行
うことは、大変重要なことであります。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

政務活動費収支報告集計結果平成26年度 

◆ 政務活動費とは？
　議員の政務活動に必要な経費の一部として、会派または議員に対して交付されるものです。
　雲仙市では、一人当たり月額15,000円〔年額180,000円（半期90,000円）〕が交付されます。

○ 補助金交付額 ： 15,000円×12月×20名＝3,600,000円
	 ※1名は申請なし

内訳 金額
補助金交付額 3,600,000円
補助金返還額 542,876円
補助金実績額 3,057,124円

科　目 金　額 主な支出項目

調査研究費 1,570,020 旅費、携帯電話代、固定電話代、インターネット
利用料

研修費 126,516 旅費、研修会参加経費
広報費 158,481 報告会時経費、活動報告書印刷・新聞折込料
広聴費 3,400 旅費

要請・陳情活動費 0
会議費 49,000 旅費、会議参加時経費
資料作成費 66,909 消耗品費
資料購入費 1,339,186 新聞購読料、書籍購入費
人件費 0
事務所費 44,156 FAX購入費、インク代
合　計 3,357,668 …②

【返還額内訳】返還者9名
5万円未満 5名 計136,927円
5万円以上 4名 計405,949円…①

○ 収支報告集計結果

【注意】
　補助実績額①（3,057,124円）と収支報告集計結果
の合計額②（3,357,668円）が同額とならないのは、
議員一人当りの補助金上限額は18万円となっていま
すが、議員によっては、支出額が上限額を上回るこ
とがあるためです。
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問1　「議会だより」 を読まれての感想や、お気
　　づきの点などあればお書きください。

問2　議会への意見や質問などお寄せください。

ご協力ありがとうございました。

　雲仙市議会では、市民の皆様から広
くご意見を伺うため、議会だよりに返
信用ハガキを掲載しています。
　議会だよりを読まれての感想や議会
に対するご意見等をご記入の上、ご送
付ください。（お手数ですが、52円切
手をお貼りください）
　いただいたご意見等は、議会だより
に掲載する場合がありますので、ご了
承ください。

議会へのご意見・ご感想を
お寄せください！

委員長報告

　委員会での審査又は調査を終えた事件
が、本会議の議題となったとき、委員長
から審査の経過と結果につき口頭で報告
することをいう。
　他方文書による委員会からの報告は、
委員会の結果のみであり、審査又は調査
の経過についてはまれには文書でするこ
ともあるが、口頭でするのが通例である。
　形式については、一定のスタイルはな
いが、簡潔かつ要領よくすべきである。
� （地方議会運営事典より）

議会用語解説

（内容は抜粋を掲載しています。）

○市内福祉施設に入所しておりますが、広報
「うんぜん」や「議会だより」の配布がありま
せん。何か受け取り方法はありませんか。
� （国見町　齊藤　壽久さん）
○土黒小学校横の土黒川に大きな木があるが、
切るか抜いてほしい。
　また、シルバー人材センター会員の年齢制
限をなくしてもらいたい。
� （国見町　酒井　良盛さん）

■上記要望等については、関係部局に連絡い
たしました。

市 民
の 声
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郵　便　は　が　き

長崎県雲仙市吾妻町牛口名714番地

（議会だより43号）

ご氏名
ふりが な

ご住所

電話番号（　　　　　　）－（　　　）－（　　　　　）

雲仙市役所　議会事務局
「議会広報編集特別委員会」　行

……………………………………………………………

お手数ですが
52円切手を
お貼り下さい
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編 集 後 記

この印刷物は、環境に配慮し再生紙と揮発性有機化合物を一切含まない
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号43
議会を傍聴してみませんか？

　例年になく降雨量の多い今年の梅
雨の中、第2回定例議会が6月3日よ
り6月26日まで開催されました。
　一般質問では12名の議員が登壇
し、活発な質疑がなされました。
　今後の市政に活かされる事を望む
ものです。
　さて、梅雨が終れば暑い夏の季節
です。熱中症等には充分心掛けて頂
きたいです。
� （佐藤　義隆）

議会広報編集特別委員会
委 員 長　浦川康二
副委員長　佐藤義隆
委　　員　上田　篤、林田哲幸
　　　　　中村好治、渡辺勝美

平成27年第3回雲仙市議会定例会の会期日程（案）は
8月28日（金）～ 9月29日（火）です

■一般質問　　　9月1日（火）～ 4日（金）
■議案質疑　　　9月7日（月）
■委 員 会
　　産業建設常任委員会　　9月� 8日（火）、� 9日（水）、10日（木）
　　文教厚生常任委員会　　9月11日（金）、14日（月）、15日（火）
　　総務常任委員会　　　　9月16日（水）、17日（木）、18日（金）

※一般質問の日程は、質問者数などにより変わることもあります。
※簡単な手続きで傍聴できますので、議場へ足をお運びください。
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